
 

ＪＲ九州労組青年・女性委員会は、香川県高松市ＪＲホテルクレメント高松を中心にＪＲ連合青

年・女性委員会「第 30回定期総会」が開催され、ＪＲ九州労組から総会委員として８名出席した。 

来賓にＪＲ連合からは、荻山会長、宮野企画部長（青女担当）、ＪＲ四国労組より中村書記長が

参加し、激励のメッセージをいただいた。 

冒頭、鶴石議長は、「安全」「青年・女性委員会の在り方」について挨拶を行った。その後、活

動経過報告・活動方針案を提起し、質疑では、８名の総会委員より発言が有り、ＪＲ九州労組から

は、和田委員よりユースラリーの今後とコロナ禍における鉄道としての在り方について発言を行っ

た。その後、島口事務長より「ＪＲ連合でしかできない単組間交流を行い、気づきや交流を深めて

いき、青年・女性委員会にしかできないことを明るく・楽しく・元気よくやっていきたい」と集約

答弁があった。 

今回の定期総会では役員改選があり、ＪＲ九州労組から選出されていた杉本前青年・女性委員長

が勇退し、沖畠新ＪＲ連合青年・女性委員会議長(ＪＲ西労組)を初めとする８名の幹事会が発足し

稲葉新青年・女性委員長が選出された。 

 

 

 

荻山ＪＲ連合会長 リモート参加の皆様 

沖畠新ＪＲ連合青年・女性委員会 議長 


